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　この度、第66期会長予定者にご

選任いただきました第58期入会の

名和良能です。65年という伝統と

歴史のある大垣竹の子会の会長を

仰せつかり大変光栄であると共に

身が引締まる思いでございます。

　入会して以来、 8年間にわたり

大垣竹の子会の活動を振り返りますと、非常に多く

のことを経験し、学ばさせていただきました。世代

という枠を越えた仲間との出会い、事業を通じて、

厳しさ、優しさをいただくことにより、仲間の大切

さを改めて再認識することができました。そのよう

な貴重な経験を与えていただいた時間は私の財産で

す。これからも私自身さらに勉強し、成長するため

に精一杯努めていきたいです。

　さて、近年は世界中の人々が新型コロナウイルス

感染症拡大の影響を受けた年でした。外出自粛が続

き、竹の子会の活動も思うようにはいかず、もどか

しく感じておられる方も多かったのではないでしょ

うか。今期も感染症対策を継続し、できる事業の中

でメンバーとのつながりを大切にして竹の子会を盛

り上げたいと思います。会員減少という問題がある

中ではありますが、会の必要性を感じ、活動に対し

感謝の気持ちを忘れずに仲間との絆を大切にし取り

組めるよう努めてまいります。

　まずは、第65期今西会長のもと、残り半年の重要

な事業を大成功に終え、第66期へとバトンを引き継

ぎ、素晴らしいスタートとなるようしっかり準備を

してまいりたいと思います。

　最後になりますが、今回会長という大役をいただ

きました今西会長はじめ会員の皆様に感謝するとと

もに、微力ではありますが、竹の子会の発展と自分

自身の成長のために誠心誠意努めてまいる所存でご

ざいますので、来期も皆様のお力添えをよろしくお

願いいたします。

　

会長予定者

名和　良能

第66期常任予定者あいさつ

月 刊 竹 の 子No.610 〈 1 〉

１．人間形成への修練

１．地域社会への奉仕

１．会員相互の親睦
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皆さんこんにちは。第62期入会

の橋本諭です。

この度は、第66期副会長予定者

として承認いただき、ありがとう

ございます。

名和会長予定者からお話をいた

だいた時は、大変ありがたい気持

ちと、不安な気持ちが混在してお

りました。しかし、入会して 5年目という節目とな

る年にこのような大役を仰せつかることができる喜

びと、まだまだ若輩者である私に向けていただいた

名和会長予定者の大きな期待を胸に、全力で邁進し

ていこうと決心しました。

今回、奉仕委員会と教養委員会のみんなと一緒に、

様々な事業を作り上げていく予定ですが、私自身が

経験をしたことのないことや、まだまだ知識が足り

ない部分があると思います。しかしその点は、培っ

てきた 4年間の経験を生かして補える部分は補って

いくと同時に、会員の皆さんから教えを請いながら

着実に事業を遂行し、今まで以上に素晴らしい竹の

子会を作り上げるために力を尽くしたいと思います。

現在、新型コロナウイルス感染症の影響で、事業

の延期、中止など、思うように活動ができないまま、

1年が過ぎようとしています。しかし、我々会員は

肩を落とすことなく、こんな状況だからこそ結束力

を高め、自分たちの竹の子会を飛躍させるため、一

生懸命に取り組んでいます。このような誇り高い姿

勢を確実に引き継ぎ、さらに次、その次の期へと、

未来永劫継続していく大垣竹の子会の一端を担いた

いと思います。

最後になりますが、名和会長予定者の大いなる意

志の下、今西直前会長予定者、市川副会長予定者、

嶋事務局長予定者をはじめとし、会員全員でスクラ

ムを組みながら第66期大垣竹の子会を盛り上げ、自

分の役割を果たしながら 1年間務め上げたいと思い

ますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいた

します。

副会長予定者

橋本　諭

皆さんこんにちは。第61期入会

の市川崇史です。この度、第66期

副会長予定者にご承認していただ

き誠にありがとうございます。

伝統ある大垣竹の子会の第66期

副会長という大役を務めさせてい

ただくことになり、とても光栄に

感じるとともに、大きな責任とプ

レッシャーを重く感じております。しかし私は昔か

ら大変な事は自己成長に繋がると思っています。こ

のような大役を名和会長予定者は私に任命していた

だけた事、それほど信頼していただけていたのだと

名和会長予定者を全力で支えていきたいと思い、引

き受けさせていただきました。このような機会を与

えてくださった名和会長予定者、会員の皆様、当会

を築き上げ、これまでの長きに渡り伝統を紡いでく

ださったOBの皆様に大変感謝しております。あり

がとうございます。

私は入会して 5年目になります。当会ではたくさ

んの先輩方に助けていただき大変多くの事を学ばさ

せていただきました。私も同じように、引き受けて

いただいた各委員長、副委員長、委員会メンバーに

寄り添い全力でサポートし第66期を盛り上げていけ

るよう一生懸命取り組んでまいりたいと思います。

会員の減少、コロナ禍など今まで当たり前にでき

た事ができない厳しい時代になりました。しかしそ

んな中でしか経験できない事があると思います。皆

で知恵を出し合い、さらに魅力ある大垣竹の子会に

していきたいと思います。

最後になりますが、まだまだ未熟な若輩者の私で

すが、名和会長予定者ならびに第66期大垣竹の子会

を盛り上げていけるよう一生懸命頑張ってまいりま

すので、ご指導、ご鞭撻の程宜しくお願いいたします。

副会長予定者

市川　崇史
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皆様こんにちは。この度第66期

事務局長を務めさせていただくこ

とになりました、第61期入会の嶋

大将です。

名和会長予定者からお話をいた

だいて即承諾させていただきまし

た。

理由は二つあります。一つ目は

名和会長予定者の人柄です。当会に対して熱く、ま

た物事に対して納得するまで向き合う人だからです。

二つ目は私自身がやりたいからです。入会して 5

年経ちます。委員長、副会長と務め当初はどの役に

対しても不安を抱えていました。これほどの責務を

こなせるのだろうか、自分にできるのだろうかと、

考えていました。ですが今は何の役が来てもやりた

いばかりになっています。役をもらえない方が嫌だ

からです。何の役が来ても心強い諸先輩方や、協力

的な会員の存在が私自身の自信に繋がっています。

本当に感謝しています。

これからも引き続きご指導ご鞭撻のほどよろしく

お願いいたします。

最後に当会の事務局長として二つの事を一年間や

り遂げるよう尽力します。

一つ目は名和会長予定者の想いを具現化する。

二つ目は会の円滑な運営に尽力するよう心掛けること。

以上の事をします。まだまだ当会としても社会人

としても若輩者ですが、必ずやり遂げて来期へと繋

がるよう尽力しますので、心からご協力、ご指導ご

鞭撻のほどよろしくお願いします。

事務局長予定者

嶋　大将

第50期大垣市青年のつどい協議会
予定者あいさつ

皆さんこんにちは。第61期入会

の蒲田晃二です。この度、第50期

大垣市青年のつどい協議会会長を

務めさせていただく事となりまし

た。私は第62期につどいの理事と

して出向させていただきました。

当時はつどいというものが何かも

わかっていない中、何もわからず

に理事を受け、水門川万灯流しの部会長もやらせて

もらいました。当時、竹の子 2年生の私は知らない

ことばかりの経験をさせてもらい、やり遂げた時に

自然と涙が溢れました。そこで挑戦することの良さ

を勉強させてもらい、人生の宝物となりました。そ

れから 2年後の64期にはつどい協議会の事務局長を

やらせてもらいました。そこでは現場では知れない

裏方の大変さを経験できました。そして今回、つど

い協議会会長をやらせてもらえることは、もう何か

の運命ではないかとも思いますし、私が経験したこ

とを今度は若手の会員に伝える宿命だと思っており

ます。つどいに限らず、青年活動の良さや大変さと

いうものは、言葉で伝えるものではなく、経験して

感じてもらうものだと私は思います。会長職という

立場ですが、現場に寄り添ったスタイルで一緒に喜

びも苦しみも共有できたらと思っております。どう

か 1年間よろしくお願いします。

第50期大垣市
青年のつどい協議会
会長予定者

蒲田　晃二
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33 44 月の予定月の予定
日　時：令和 3年 3月 2日（火）　
時　間：18：30〜
場　所：全昌寺

3月度例会（新入会員例会）

日　時：令和 3年 4月 4日（日）　
時　間： 6：05〜17：30
場　所：大垣公園・城西広場・大垣城ホール

4月度例会（65周年記念事業 竹の子アウトドアキャラバン）

皆様こんにちは。この度、第50

期大垣市青年のつどい協議会の副

会長を務めさせていただきます第

60期入会の小島裕則です。蒲田つ

どい会長予定者にお誘いいただき

担当させていただくことを決意し

ました。

つどいの活動は一度、渉外副委

員長という立場で十万石祭りの子

供神輿を担当させていただきました。その時は、自

分自身何をしなければいけないのかもわかりません

でしたが、先輩方、他団体の方のご指導、ご協力が

あって初めて成し遂げることのできるものだと痛感

しました。

水門川万灯流しでは終盤の方に流されたお子さん

が「作ったのを持って帰りたい。」の一言で、あの

子が喜ぶのならと水門川に流した万灯を取りに走っ

たり、十万石祭りでは子供神輿を担ぐ子供たちが、

どうすればスムーズかつ安全に楽しんで担ぎ帰って

もらえるかをつどいメンバーと共に考え、良い事業

にできたことを今でも思い出します。その経験を50

期に生かせればと思います。

まだまだ勉強不足な私ではあります。至らないと

ころが多々あると思いますが、担当させていただく

職務を新たな仲間と共に果たしたいと思います。

また、お誘いいただいた蒲田つどい会長予定者を

盛大に盛り上げていきたいので、何卒ご指導、ご鞭

撻の程よろしくお願い申し上げます。

会員の皆さんこんにちは、第60

期入会の野原です。

わたしは今期も理事として、つ

どい協議会に出向させていただい

ています。

遡ると、来期でつどい協議会に

出向するのが 3回目になります。

入会期の 2月に渉外委員会に副委

員長として、つどい協議会に事務

局次長として出向させていただきました。当時、入

会したばかりで竹の子会、つどい協議会ともに右も

左も分からないまま、オファーを受けさせていただ

きました。

出向してまもなく、理事会の出席、議事録の作成、

役員会・理事会での資料の印刷、懇親会での段取り、

役員会にも参加させていただきました。今思うと、

まだ日が浅い自分に役割を与えてくれた先輩のおか

げで責任感が生まれ、今のわたしがあると思います。

元々、どうしようもなかったわたしを育てくれた

のは、竹の子会の先輩、つどい協議会の他団体の先

輩のおかげだと思っております。だからこそ来期は、

わたしを育ててくれた先輩方のように、新しい人達

に自分がしていただいたことを伝えていきたいと思

います。まだまだ、わたし自身も至らない点がある

と思います。どうか、これからもご指導ご鞭撻のほ

どよろしくお願いします。

第50期大垣市
青年のつどい協議会
副会長予定者

小島　裕則

第50期大垣市
青年のつどい協議会
事務局長予定者

野原　利秀
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